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 イミダクロプリド 50%水和剤を対象農薬としたアスパラガス擬葉の残留農薬分析による付着量調査と，

同一系統のネギアザミウマを用いた食餌浸漬法による殺虫効果確認（一部，払落しによる調査）により，

防除効果の評価方法を検討した。その結果，アスパラガス擬葉を用いた室内試験において，イミダクロプ

リド付着量とネギアザミウマの殺虫効果に，正の相関を認め，この評価方法が，有効であると判断した。 

 次に，アスパラガス栽培における防除作業の省力化を図るため，この方法を用いて，散布方法の検討を

行った。その結果，静電ノズルや改良型カートジェッターを用いた防除方法は，付着量が小さく防除効果

が低かった。スピードスプレーヤによる防除方法は，乗用型は付着量，効果ともに高かった。一方，歩行

型については，払落しによる調査では効果が高かったが，ハウスサイドの付着量が小さく，効果が低くな

る可能性があると思われた。 
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